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＜連絡事項＞

・研修案内～日　時：3/27(火)　19：00～20：00

場　所：八戸市総合福祉会館　5階研修室

参加費：無料

テーマ：「認知症疾患医療センターの役割と地域連携」
講　師：はちのへ認知症疾患医療センター　　精神保健福祉士　竹内一貴

・4/1(日)より上平ユリ子CWが西病棟へ配属となります。
・4/5(木) 17：00～21：00、当直医変更のお知らせ。
17：00～21：00　川端Dr→田名部Dr

21：00～　　　　通常通り猪股Dr

＜患者様連絡事項＞

・石倉　武雄様～3/31(土)10：00～4/1(日)14：00、外泊訓練の為主治医より外泊許可となっています。
・北野　はるゑ様～本日12：00～16：00退院前訪問を実施しています。

＜注目患者様ケース検討＞

・切明　茂雄様～朝食全量摂取、昼食1/2摂取されています。日中は不安感の訴えは聞かれないも自室にいる事多く各プログラムも途中退席されています。訴えがあった際は傾聴していきましょう。また、引き続き食事摂取状況の観察も行っていきましょう。
・石切　　久様～3/24(土)の深夜帯で他者を威嚇する事ありますが、本日は幻聴の訴えや他者とのトラブルはありません。夜間中途覚醒見られるも再就床できています。幻聴である事は自覚していますがスタッフへ訴える事が出来なかった為、幻聴があった際はスタッフへ話すよう伝えています。妄想発言・幻聴の訴えを傾聴し他者とのトラブルに注意し観察していきましょう。

・新井　圭次様～夜間中途覚醒見られるも再就床できています。妄想に左右された発言や他者への暴言は聞かれず落ち着いて過ごされています。日課・各プログラムも拒否なく取り組まれています。引き続き、確実な服薬と他者とのトラブルに注意し観察していきましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム確認＞

・石倉　武雄様～3/26(月)　午前　酒の誘いを断る方法(プリント)

　　　　　　　　　　　　　午後　作業療法

3/27（火）午前　作業療法

　　　　　　　　　　　　　午後　再飲酒を防ぐ方法？（ミーティング⑤）

　　　　　　　　3/28（水）午前　先取り不安と付き合うコツ(プリント)
　　　　　　　　　　　　　午後　作業療法

　　　　　　　　　　　　　19：00～AA参加

　　　　　　　　3/29（木）午前　作業療法

　　　　　　　　　　　　　午後　ゼロの会

　　　　　　　　3/30（金）午前　私の弱点の見つけ方（プリント）
　　　　　　　　　　　　　午後　作業療法

　　　　　　　　3/31（土）午前　家族勉強会5
　　　　　　　　　　　　　10：00～外泊訓練

＜コメディカル報告・検討＞

・佐藤　惠圀様～先週オリエンテーションを実施しています。躁転したきっかけについて睡眠リズムが崩れた為と話されています。生活リズムを保つ為メリハリをつけるようアドバイスし作業を提供していきます。以前に比べ気分は安定しています。現在は塗り絵を行っています。
・大石　清志様～作業中、姉の今後や電話について気になり不安感を訴えています。傾聴する事で落ち着いて取り組む事はできています。現在は姉にプレゼントしたいと話し折り紙を折っています。
・伊勢田　義斉様～退院後仕事に就きたいとの事で、仕分けの作業を行っていますが、現在の作業を行うようになってから作業に来る時間が遅くなっています。簡単な作業でも継続して行えるよう説明しています。今後も時間に遅れず来れるよ関わっていきます。
＜田名部Ｄｒ診察＞

・袴田　将志様～腕の痛みを訴え、アスモロール100ｇ処方となっています。

・大石　清志様～目のかすみを訴え、カリーユニ点眼液1本処方となっています。

＜転入患者様＞

・蝦夷森　重男様(65歳)～主病名：統合失調症　入院形態：任意入院　主治医：安ヶ平Dr
　　　　　　　　　　　　担当：高橋正MNS・半澤CW　　31号室
昭和42年より当院での入院を継続中。

目立った、幻覚妄想に左右された言動はない。金銭管理ができず、お金があれば使い果たしても良いという計画の無さは変わらず、月初めに小遣いを使ってしまっている。それに伴い定期採血の検査の中性脂肪の値が200～300代で経過している状況。

H23年4月、外出での買物要求が聞かれた事からSWに定期的に外出で使える金額を算出してもらい、現在2～3ヶ月に一回の外出のプランで実施してからは精神状態の悪化なくスタッフ付き添いでの外出行っている。

東病棟Aユニット環境では、周囲とのトラブルなく、プログラムへの参加もできている。

他患者様との関係性に注意し観察・介入していきましょう。

・買い物カードあり

・皮膚科診察あり

・タバコ6本/日(スタッフ管理)
